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Summary
In the First Semester２００５,（April-July,２００５）, a course in international understanding was offered to-
tally in English to a group of Japanese university students in collaboration with Lakehead University, Ontario,
Canada, by utilizing video conferencing system. Of the fourteen lectures delivered in the semester, nine of
them were delivered by Lakehead University professors: Eight were done through video conference and one
was delivered in person in the classroom. Since this is a rather unique attempt in Japan at this stage, various
factors are discussed in this article:（１）obtaining appropriate lecturers for the course,（２）consistency in the
topical matters of the lectures,（３）recognition of credit-hours,（４）inter-university agreements and financial
matters,（５）time difference and overtime working hours for the technical staff, and（６）taking into consid-
eration the ESL levels of the students. The levels of understanding by the students were measured by ques-
tionnaires given after each lecture and the final examination. With a few exceptions, overall understanding
was good（around７０％）. After a detailed examination, it has been found that video conferencing is differ-
ent from in-class lectures and many of the difficulties can be overcome by improving the balance between the
human elements and technological elements. We should never forget the human touch even in the days of
high technology.
















































（English as a Second Language＝第二言語としての英語） を学習する語学留学になってしまってい
る。また，英語圏の大学からの教授の招聘も，一時は行われていたが，現在は影を潜めている。
































































































































































４８ 廣 瀬 孝 文
んで詳しい話に移った。その結果，残りの教材は使用しなかった。


































































































































































































































ランク 月日 講 義 内 容 担 当 者 人数
１ ６／２４ ドリームキャッチャー作り（VC） Charlotte Neckoway ３４
２ ４／１１ 最初のテレビ会議（VC） ２
２ ５／２０ 毛皮貿易（VC） Bruce Muirhead ２
２ ５／２７ 二言語国家の成立 廣瀬孝文 ２
２ ７／１ 『赤毛のアン』とその世界 Jim Gellert ２
６ その他（各１） ４
ランク 月日 講 義 内 容 担 当 者 人数
１ ７／１ 『赤毛のアン』とその世界 Jim Gellert １３
２ ６／２４ ドリームキャッチャー作り（VC） Charlotte Neckoway １０
３ ５／２０ 毛皮貿易（VC） Bruce Muirhead ６
３ ５／２７ 多文化主義の成立 廣瀬孝文 ６



















































































５８ 廣 瀬 孝 文
５．上記に関連して，このようなプロジェクトでは，コンテンツを担当する教授陣と，技術を担
当する技術陣とのスムーズな連携は絶対不可欠な条件である。多くの大学での現状は，高度
な技術はかなり以前から存在するが，それを利用しようとする教授の数が一向に増えてこな
い。こうした仕事は，どちらが欠けても達成することが難しいので，技術陣・教授陣間の日
常の信頼関係の確立が非常に重要となってくる。
以上を一言でまとめると，科学技術は人間の日常のペースよりも常に先を走る傾向にある。こ
の場合，人間のペースの方が遅いので，科学技術が人間の行動を支配する傾向が強くなるが，大
学の授業においてもその他の場所においても，重要なことは，いかに人間が科学技術を人間のた
めに役立つよう利用することができるかということである。教室では，教授という人間が，何が
人間にとってよいことなのかを判断し，本来行うべきことを忘れないで，そこに必要な科学技術
を利用して授業を展開するという姿勢が大切である。
科学技術は，進歩という名のもとに，２～３年もすれば今日の技術を古いものにしてしまう。
授業において今日の技術を重要視しすぎると，明日になっても今日にしがみつく形となってしま
う。ワープロからパーソナルコンピュータへの変化，オーバーヘッドプロジェクターから，オー
バーヘッドカメラ，パワーポイントなどへの変化は，その典型的な例である。
何事も，一つのことにこだわりすぎないで，バランスよく利用していくことが肝心である。
 社団法人私立大学情報教育協会『教育改革を目指した e―ラーニングのすすめ』２００５年，p．１。
 社団法人私立大学情報教育協会ホームページ「教育と情報（私情協の活動）：海外の大学との連携」
（http://www.shijokyo.or.jp/katsudou/index.htm）（２００５年９月２２日）。
５９テレビ会議を利用した国際遠隔授業の試み
